
サドヤマトガイ (ヤマタニシ科) 兵庫県ランク：要注目

Japonia sadoensis 環境省ランク：NT

種の概要 主要な選定理由

△ ○

県内分布

県内における生息状況及びその他特記事項

保護上の留意点

14

関東・新潟県以西本州、四国、九州北部に分布する。山地の比
較的乾燥した落葉や小さな礫床中に生息する。殻長約5mm、殻
径約6mmの小型種で、殻色は暗褐色、殻表に毛状の付属物を
規則的に配列している。
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加西市、加東市、多可町、姫路市、たつの市、宍粟市、上郡町、新温泉町、洲本市、南あわじ市、淡路
市
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の特殊性

生息地が比較的、低山地の里山等の林床に
あるため、近年の里山の荒廃により生息地が
減少しており、里山の保全が必要とされる。
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学術性

新規追加種。県内における既知生息地は少なくないが、生息環境が特殊(高湿度の落葉中には生息し
ない)なため、生息密度は極めて低い。
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